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▲�ご出席いただいた方々に
向け、挨拶を述べる藤田
範彦組合長。

第
十
八
回
　
通
常
総
代
会

平
成
二
十
八
年
度
　
第
一
回
地
区
別
懇
談
会
Q
&
A

第
十
八
回
　
通
常
総
代
会
　
次
第

一
、
開
会

二
、
Ｊ
Ａ
綱
領
唱
和

三
、
代
表
理
事
組
合
長
挨
拶

四
、
来
賓
祝
辞

五
、
議
長
選
出

六
、
書
記
の
指
名

七
、
議
案
審
議

八
、
決
議
案
上
程
・
採
択

九
、
閉
会

第
十
八
回
　
通
常
総
代
会

　

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
第
十
八
回
通
常
総
代

会
が
六
月
三
十
日
（
木
）
午
後
二
時
よ

り
共
済
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
代
出
席
者
は
、
本
人
出
席

二
三
一
名
、
書
面
議
決
三
三
三
名
、
委

任
状
五
名
の
合
計
五
六
九
名
。
山
下
隆

夫
総
務
部
長
の
開
会
宣
言
後
、
以
下
の

次
第
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

代
表
理
事
組
合
長
挨
拶
よ
り

　

平
成
二
十
七
年
度
の
国
内
外
情
勢
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
世
界
経
済
は
中
東
諸
国
の
政

情
不
安
、
原
油
価
格
の
下
落
に
加
え
、
中
国

を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
経
済
に
対
す
る

先
行
き
の
不
透
明
感
か
ら
総
じ
て
不
安
定
な

動
き
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
で
は
、
企
業
の

設
備
投
資
・
個
人
消
費
が
一
時
的
に
プ
ラ
ス

に
転
じ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
足
踏
み
状

態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
政
府
・
日
銀
は
、

こ
の
二
月
に
前
例
の
無
い
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」

を
導
入
し
、
十
年
物
国
債
の
利
回
り
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
な
ど
、
金
利
全
般
が
低
下
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
政
策
で
は
、
農
協
改
革
関
連
法
案
の

成
立
、
T
P
P
の
大
筋
合
意
な
ど
、
農
業
・

農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
が
極
め
て
大
き
く
変

化
し
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
正
農
協

法
の
概
要
は
「
農
業
所
得
の
増
大
」
や
「
監

査
制
度
の
変
更
」
な
ど
、
組
織
の
見
直
し
を

含
め
た
自
己
改
革
を
促
す
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
我
々
が
危
惧
し
ま
す
の
は
、

准
組
合
員
利
用
規
制
で
あ
り
ま
す
。
平
成

三
十
三
年
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
検
討
課

題
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
農
協
の
事
業
運

営
の
根
幹
に
関
わ
る
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

課
題
で
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
T
P
P
の
大
筋
合
意
に
伴
い
、
農

林
水
産
物
の
八
割
が
関
税
の
即
時
撤
廃
、
あ

る
い
は
段
階
的
撤
廃
と
な
り
、
聖
域
と
さ
れ

た
重
要
五
品
目
に
つ
い
て
も
三
割
が
関
税
撤

廃
と
な
る
な
ど
、
大
幅
な
市
場
開
放
を
伴
う

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
秋
の
臨
時
国
会

以
降
、
発
効
に
向
け
た
議
論
が
進
む
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
農
業
者
の
み
な
ら
ず
、
国

民
の
不
安
は
ま
だ
ま
だ
払
拭
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
加
え
て
、
直
近
の
報
道
に
よ
り
ま
す

と
、
ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
次
期
大
統
領
候
補

は
、「
米
国
の
利
益
に
な
ら
な
い
通
商
協
定

は
再
交
渉
す
る
」
と
し
て
お
り
、
今
後
の
成

り
行
き
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
条
件
交
渉
も

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
管
内
の
農
業
は
、
融
雪
が
例
年
よ

り
早
く
、
春
耕
作
業
は
比
較
的
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
育
成
期
の
低
温
、
収
穫
期
の
降
雨
、

突
発
的
な
暴
風
雨
な
ど
、
こ
こ
近
年
特
有
の
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▲�北札幌地区の橋場武夫
氏に議長を務めていた
だきました。

異
常
な
天
候
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
恵
と

経
験
に
よ
り
、
総
じ
て
平
年
作
を
上
回
る
良

好
な
作
柄
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
の
取
り
組
み
に
あ

た
り
、
組
織
基
盤
の
更
な
る
強
化
を
課
題
と

し
て
、
次
代
の
地
域
農
業
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
協
同
組
合
講
座
」

や
女
性
大
学
「
L
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
講
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
区
に
お
い
て
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
体
験
型
の
農
作
業
を
通

し
て
、
食
農
教
育
や
、
札
幌
市
の
農
業
と
農

作
物
の
P
R
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

汗
を
流
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
三
月
に
は
、
平
成
二
十
年
に
策

定
い
た
し
ま
し
た
支
店
再
配
置
計
画
に
伴
う

最
後
の
実
施
店
舗
と
し
て
東
白
石
支
店
を
白

石
支
店
に
統
合
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
九
支
店
の
統
合
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
事
業
量
が
落
ち
込
む

こ
と
も
な
く
、
無
事
に
当
初
の
計
画
を
完
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
不

便
の
な
い
よ
う
に
尚
一
層
渉
外
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
事
業
部
門
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
総
利
益
は
四
十
一
億
一
千
万
円
、

前
年
比
一
〇
四
・
五
％
と
増
収
を
確
保
し
、

経
費
の
削
減
に
努
め
た
結
果
、
事
業
利
益
で

は
四
億
五
四
百
万
円
と
過
去
最
高
益
と
な

り
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
九
億
五
一
百
万

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
利
用
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
出
資
配
当
率
を

昨
年
度
の
一
・
二
％
に
、
特
別
に
〇
・
八
％
を

更
に
上
乗
せ
い
た
し
ま
し
て
二
％
と
し
た
剰

余
金
処
分
案
を
ご
提
案
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
二
十
八
回
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
に

お
い
て
決
議
い
た
し
ま
し
た
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
、『
北
海
道
五
五
〇
万
人
と
共
に
創

る
「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る

農
村
」
の
実
現
』
を
念
頭
に
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
の
初

年
度
と
な
り
ま
す
。
こ
の
極
め
て
重
要
な
ス

タ
ー
ト
の
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界
の
金

融
市
場
に
イ
ギ
リ
ス
の
E
U
離
脱
シ
ョ
ッ
ク

が
走
り
ま
し
た
。
円
が
急
騰
、
株
価
は
急
落

と
大
混
乱
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。
既
に
平
成

二
十
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
超
え
る

と
の
予
想
も
あ
り
、
金
融
市
場
や
企
業
業
績

に
多
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
日
本
経
済
の

打
撃
は
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
市
場
動
向
も
含
め
ま
し
て
、
本
年

も
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
き
ま
す
環
境
は
、

尚
一
層
厳
し
い
も
の
と
覚
悟
す
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
重
点
項
目
と
い
た
し
ま
す

組
合
員
の
所
得
向
上
・
地
域
に
お
け
る
役
割

の
発
揮
・
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確
立
に
取

り
組
み
ま
す
と
共
に
積
極
的
に
改
善
・
改
革

を
図
り
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
を

確
実
に
実
践
し
、
更
な
る
財
務
基
盤
の
強
化

と
健
全
性
の
向
上
、
事
業
の
効
率
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
検
討
事
項
と
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
機
動
的
な
組
織
体
制
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
「
役
員
定
数
の
見
直
し
」
に
つ
い
て

役
員
体
制
協
議
会
を
設
置
、
検
討
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
度
の
役
員
改
選
に
向
け
、

理
事
四
名
・
監
事
一
名
の
削
減
を
ご
提
案
す

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
「
C
S
改

善
活
動
」
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
「
信
頼
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
」
の
実
現
の
為
に
総
力
を
傾
注
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
は
、
尚
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
い
て

議
案
第
三
号

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

（
定
款
附
属
書
の
一
）
役
員
選
任
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

監
事
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

役
員
退
職
慰
労
金
支
給
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

土
地
改
良
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
十
一
号

農
業
経
営
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

農
業
倉
庫
業
務
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

附
帯
決
議
一
件

そ
の
他
決
議
一
件

　

皆
さ
ま
に
ご
協
力
・
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
全
て
原
案
通
り
に
可
決
決
定
さ
れ
、

午
後
四
時
三
十
分
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
審
議

第
十
八
回
　
通
常
総
代
会
　
議
案

議
案
第
一
号

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
並
び
に
固
定
資
産
リ
ス

ク
準
備
積
立
金
要
領
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
二
号

第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
並
び
に

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
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第18回通常総代会・平成28年度 第1回地区別懇談会Q&A特集1

　
六
月
十
五
日
（
水
）
か
ら
十
七
日
（
金
）
に
か
け
、
全
十
二
地
区
で
地
区
別

懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
懇
談
会
に
は
、
常
勤
役
員
お
よ
び
各
室
・

部
長
が
二
班
に
分
か
れ
て
出
席
し
、
平
成
二
十
七
年
度
の
決
算
事
業
報
告
を
行

な
っ
た
後
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
総
務
部
門

Q
温
泉
湯
治
に
つ
い
て
、
参
加
人
数

が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
事

業
の
見
直
し
等
（
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金

を
増
や
す
等
）
を
考
え
て
欲
し
い
。

�
（
白
石
地
区
）

A
参
加
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
地
区
を
超
え
た
組
合
員
の
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
見
直
し
に
は

十
分
な
協
議
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。Q

固
定
比
率
の
目
標
値
を
教
え
て
欲

し
い
。�

（
豊
平
地
区
）

A
固
定
比
率
（
自
己
資
本
の
基
準
率
）

は
一
〇
〇
％
以
上
が
適
正
基
準
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Q
第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
で

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
利
益
が

減
少
し
て
い
る
理
由
を
説
明
願
い
た
い
。

�

（
平
岸
地
区
）

A
第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
に

は
月
寒
中
央
ビ
ル
の
売
却
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度
は
そ

の
影
響
が
大
き
く
出
て
い
ま
す
。
な
お
、

平
成
三
十
年
度
は
、
そ
の
影
響
を
他
の
事

業
で
補
う
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
地
区
運
営
協
力
委
員
会
や
総
代
会

等
で
出
さ
れ
た
意
見
は
経
営
に
ど

の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
で
す
か
。

�

（
南
地
区
）
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A
地
区
運
営
協
力
委
員
会
や
総
代
会

等
で
の
意
見
は
、
各
地
区
の
役
員

や
職
員
に
伝
達
さ
れ
、
内
容
に
よ
っ
て
は

理
事
会
等
の
会
議
体
で
協
議
・
検
討
し
、

日
々
の
経
営
に
反
映
し
て
お
り
ま
す
。

Q
本
店
建
物
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
月
寒
中
央
ビ

ル
に
移
転
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

�

（
篠
路
地
区
）

A
本
店
の
移
転
に
つ
い
て
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

Q
学
識
経
験
理
事
に
経
済
分
野
の
専

門
家
を
選
任
し
て
欲
し
い
。

�

（
篠
路
地
区
）

A
ご
意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

Q
資
産
売
却
益
は
、
組
合
員
に
現
金

で
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。�

（
篠
路
地
区
）

A
資
産
の
売
却
益
は
純
資
産
へ
内
部

留
保
の
上
、
資
金
運
用
す
る
こ
と

で
、
間
接
的
に
組
合
員
へ
還
元
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Q
厚
別
支
店
の
敷
地
に
つ
い
て
、
高

度
利
用
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

�

（
厚
別
地
区
）

て
い
ま
す
か
。�

（
厚
別
地
区
）

A
貯
金
・
貸
出
・
共
済
取
引
・
そ
の

他
業
務
に
お
け
る
組
合
員
以
外
の

利
用
割
合
は
、
法
令
で
定
め
る
範
囲
内
に

収
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

A
再
開
発
等
が
あ
れ
ば
地
域
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
現
状
に
お
い
て
特
別
の
利

用
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
固
定
資
産
の
売
却
計
画
に
つ
い

て
、
詳
し
く
説
明
願
い
た
い
。

�

（
平
岸
・
厚
別
・
篠
路
地
区
）

A
千
歳
の
土
地
、A
コ
ー
プ
マ
ン
シ
ョ

ン
は
高
度
利
用
が
見
込
め
な
い
こ

と
か
ら
数
年
前
か
ら
処
分
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
月
寒
中
央
ビ
ル
は
、
今

後
設
備
等
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
等
、
将

来
的
な
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
売
却
の

方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
処
分
に
当
た
っ

て
は
、
理
事
会
で
十
分
な
協
議
を
行
な
い

当
組
合
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Q
剰
余
金
処
分
案
に
あ
る
固
定
資
産

リ
ス
ク
準
備
積
立
金
の
積
立
率
を

変
更
し
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

�

（
南
・
新
琴
似
地
区
）

A
平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
、
税

相
当
額
控
除
後
の
固
定
資
産
売
却

益
が
当
期
剰
余
金
の
二
〇
％
を
超
え
る
た

め
制
限
を
解
除
し
た
も
の
で
す
。

Q
員
外
利
用
の
基
準
に
つ
い
て
、
定

め
ら
れ
て
い
る
範
囲
内
に
収
ま
っ

◆
経
営
企
画
部
門

Q
巡
回
ド
ッ
ク
は
な
ぜ
無
く
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。�

（
篠
路
地
区
）

A
札
幌
市
内
に
お
い
て
は
、
数
地
区

を
ま
と
め
て
も
検
診
者
数
が
極
端

に
少
な
い
こ
と
か
ら
実
施
を
見
合
わ
せ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

組
合
員
の
方
に
は
厚
生
病
院
で
の
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
を
推
奨
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

Q
四
十
才
か
ら
六
十
九
才
の
組
合
員

に
対
す
る
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
か

か
る
健
診
料
の
助
成
に
つ
い
て
、
助
成
額

を
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。�

�

（
琴
似
地
区
）

A
現
行
の
助
成
制
度
を
当
面
は
維
持

し
な
が
ら
受
診
者
が
増
え
る
よ
う

P
R
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
協
改
革
・
T
P
P
関
連
─

◆
農
協
改
革
関
連

Q
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
農
業

の
担
い
手
の
確
保
や
育
成
に
向

け
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
三
年
間
で
総

額
六
億
円
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
と
新
聞
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
詳

細
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。（
厚
別
地
区
）

白石支店
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第18回通常総代会・平成28年度 第1回地区別懇談会Q&A特集1

A
新
規
就
農
者
育
成
の
為
に
予
算
組

み
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

具
体
的
に
決
ま
っ
て
お
ら
ず
今
年
九
月
に

向
け
て
詳
細
を
整
備
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

Q
農
協
法
等
が
改
正
さ
れ
、
当
組
合

と
し
て
も
様
々
な
部
分
で
変
化
を

参
入
を
容
易
に
す
る
、
あ
る
い
は
准
組
合

員
規
制
を
強
化
す
る
と
い
っ
た
改
正
内
容

は
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。Q

都
市
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
存
在
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
説
明
願

い
た
い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
市
民
の
方
へ
積
極
的
に
農
協
事
業

の
情
報
を
発
信
し
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
活
動
に
お
い
て
集
客
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
道
民
の
四
割
が

暮
ら
す
札
幌
で
事
業
展
開
す
る
当
組
合

が
、
全
道
農
協
百
八
分
の
一
と
し
て
果
た

す
べ
き
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
T
P
P
関
連

Q
米
の
輸
入
量
は
日
本
国
内
で
の
報

道
と
米
国
内
で
の
報
道
に
違
い
が

あ
り
ま
す
。
農
協
は
こ
の
よ
う
な
違
い
に

対
し
政
府
に
も
っ
と
声
を
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。�

（
白
石
地
区
）

A
T
P
P
に
関
し
て
、
米
国
の
次
期

大
統
領
候
補
予
定
者
は
い
ず
れ
も

反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
お
り
、
先
行
き

が
見
え
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
米
に
限

ら
ず
豚
肉
等
で
も
開
示
内
容
に
開
き
が
あ

り
ま
す
の
で
、
道
内
選
出
国
会
議
員
へ
の

中
央
要
請
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
准
組
合
員
利
用
規
制

問
題
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

�

（
篠
路
地
区
・
新
琴
似
地
区
）

A
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
の
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
組
合
員
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
「
信
頼
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
」
で
す
。「
一
統
括
支
店
一
協
同

活
動
」
に
お
け
る
食
農
教
育
活
動
や
、
Ｊ

Ａ
事
業
運
営
の
地
域
住
民
に
対
す
る
情
報

発
信
な
ど
に
取
り
組
み
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
達
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
准

組
合
員
の
利
用
規
制
は
五
年
間
先
送
り
と

な
り
、
こ
の
間
に
実
態
調
査
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
、
准

組
合
員
の
利
用
規
制
が
実
施
さ
れ
る
と
非

常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

規
制
阻
止
を
主
張
で
き
る
態
勢
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Q
農
協
法
改
正
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
願
い
た

い
。�

（
新
琴
似
地
区
）

A
農
協
法
の
改
正
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
を

取
り
巻
く
環
境
を
見
つ
め
直
し
、

時
代
に
即
し
た
組
織
・
事
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
自
己
改
革
へ
取
り
組
む
契
機
と

な
っ
た
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
へ
の
企
業

て
お
り
ま
す
。

Q
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
で

は
情
報
開
示
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
日
本
で
は
詳
細
が
開
示
さ
れ

な
い
の
で
す
か
。�

（
白
石
地
区
）

A
日
本
政
府
は
守
秘
義
務
を
盾
に
情

報
開
示
を
渋
っ
て
お
り
、
我
々
と

し
て
も
非
常
に
不
満
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

Q
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
T
P
P
対
応

で
あ
れ
ば
、
こ
の
夏
の
選
挙
で
は

支
持
政
党
を
変
え
る
等
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
強
い
態
度
で
接
す
る
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。�

（
白
石
地
区
）

A
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
一
体
的
に

取
り
進
め
る
事
が
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
先
般
実
施
さ
れ
た
北
海
道

五
区
の
補
欠
選
挙
に
お
い
て
も
該
当
地
区

の
農
協
が
一
体
と
な
り
、
し
っ
か
り
と
政

策
協
定
を
結
ん
だ
上
で
、
応
援
を
し
た
経

緯
に
あ
り
ま
す
。

◆
経
済
部
門

Q
第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
の

中
で
掲
げ
て
い
る
、
生
産
部
会
体

制
の
強
化
・
再
構
築
に
つ
い
て
、
三
年
間

も
か
か
る
理
由
を
説
明
願
い
た
い
。

�

（
南
地
区
）

南支店
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A
生
産
部
会
体
制
の
強
化
・
再
構
築

に
は
、
将
来
に
向
け
て
よ
り
良
い

生
産
部
会
の
あ
り
方
を
部
会
員
の
皆
さ
ん

と
共
に
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
相
応
の
時
間
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

A
現
状
は
生
産
者
の
自
家
採
種
、
そ

れ
に
当
Ｊ
Ａ
の
農
業
経
営
と
札
幌

市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
採
種
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
札
幌
市
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
、
現
在
の
札
幌
黄

の
種
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
札
幌
黄
は
豊
作
で
価
格
が
下
が
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
当
組
合
で

も
加
工
品
を
作
る
な
ど
六
次
化
に
目
を
向

け
て
欲
し
い
。�

（
篠
路
地
区
）

A
札
幌
黄
の
玉
葱
ス
ー
プ
は
三
年
ほ

ど
前
か
ら
商
品
化
し
て
お
り
、
く

る
る
の
杜
・
丘
珠
空
港
等
で
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
販
促
資
材

と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

Q
ホ
ク
レ
ン
の
肥
料
価
格
が
一
五
％

程
度
低
下
す
る
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
が
、
い
つ
か
ら
下
が
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
春
耕
で
必
要
な
肥
料
は
三
～
五
月

に
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
価
格
改
定
の
対

象
に
な
ら
な
い
の
で
す
か
。�

（
篠
路
地
区
）

A
平
成
二
十
八
肥
料
年
度
の
価
格
が

改
定
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成

二
十
八
年
六
月
以
降
、
平
成
二
十
九
年
五

月
ま
で
の
価
格
が
下
が
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
あ
く
ま
で
も
肥
料
年
度
（
六
月
～
翌

年
五
月
）
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
以
前
に
購
入
し
た
も
の
は
対
象
と
な
り

Q
第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
の

中
で
掲
げ
て
い
る
、
営
農
販
売
体

制
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て
、
生
産
農
家

の
支
援
を
も
っ
と
重
要
視
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
南
地
区
）

A
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
、
予
約
購
買
に
よ
る
大
口
奨
励

制
度
の
大
幅
な
見
直
し
の
ほ
か
、
肥
料
を

引
取
り
さ
れ
た
方
へ
の
還
元
サ
ー
ビ
ス
等
、

新
し
い
取
り
組
み
も
開
始
し
て
お
り
、
改

革
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
意
見
の
集
約
を
取
り
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
経
済
セ
ン
タ
ー
の
本
店
直
轄
化
に

よ
り
、
従
前
よ
り
対
応
が
鈍
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に

効
果
が
出
て
い
る
の
で
す
か
。�

（
南
地
区
）

A
農
協
全
体
と
し
て
は
、
直
轄
化
に

よ
り
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
一
定
の
効
果

は
出
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

繁
忙
期
に
お
け
る
経
済
セ
ン
タ
ー
間
で
の

職
員
の
相
互
支
援
は
、
以
前
の
統
括
支
店

直
轄
下
よ
り
行
な
い
易
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。Q

札
幌
黄
の
種
の
産
地
限
定
等
、
管

理
体
制
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
で
す
か
。�

（
北
札
幌
地
区
）

ま
せ
ん
。

Q
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
購
買
店
舗
で
の
ポ
イ
ン
ト
制

導
入
を
実
施
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

�

（
篠
路
地
区
）

A
当
組
合
で
は
、
費
用
対
効
果
等
を

鑑
み
る
と
実
施
に
つ
い
て
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

Q
札
幌
伝
統
野
菜
の
作
付
面
積
、
作

付
戸
数
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
厚
別
地
区
）

A
平
成
二
十
六
年
度
は
東
経
済
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
十
一
戸
の
生
産

者
の
協
力
を
い
た
だ
き
実
験
的
に
栽
培
い

た
し
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
七
年
度
は
東

経
済
セ
ン
タ
ー
・
南
経
済
セ
ン
タ
ー
計

十
四
戸
、
約
一
h
a
の
生
産
者
の
方
に
札

幌
大
球
（
キ
ャ
ベ
ツ
）・
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ

（
エ
ダ
マ
メ
）
を
中
心
に
協
力
を
い
た
だ
き

栽
培
し
て
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

〔
農
業
経
営
〕

Q
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
の
事
業
内

容
は
札
幌
黄
の
種
子
採
種
の
み
と

な
り
ま
す
が
、
土
地
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

�

（
厚
別
地
区
）

A
農
業
経
営
事
業
は
、
丘
珠
地
区
の

組
合
員
二
名
よ
り
土
地
を
賃
借
し

西町支店
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第18回通常総代会・平成28年度 第1回地区別懇談会Q&A特集1

て
お
り
ま
す
が
、
契
約
が
来
年
一
月
で
終

了
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
返
し
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
札
幌
黄
の

種
子
採
種
の
み
で
す
の
で
、
農
地
と
し
て

維
持
・
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
札
幌
黄
の
種
は
全
量
Ｊ
Ａ
が
採
種

を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

�

（
中
央
・
北
札
幌
地
区
）

A
Ｊ
Ａ
に
ご
注
文
い
た
だ
い
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
が
採
種
し
た

も
の
と
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
採
種
し

た
も
の
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

◆
相
談
部
門

Q
平
岸
地
区
に
お
い
て
、
協
同
振
興

へ
の
賃
貸
施
設
管
理
業
務
の
再
委

託
は
い
つ
頃
導
入
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、

設
備
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
は
大
丈
夫
で
す
か
。�

（
平
岸
地
区
）

A
平
岸
地
区
に
は
来
年
度
以
降
、
十

分
な
説
明
を
行
な
っ
た
上
で
導
入

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
既

に
導
入
を
し
た
地
区
に
お
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
支
障
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
金
融
部
門

Q
貸
出
金
実
績
が
計
画
に
対
し
て
毎

年
未
達
で
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
ロ
ー

ン
等
の
金
利
に
も
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

ま
す
。
平
成
三
十
年
度
に
は
系
統
上
部
団

体
向
け
出
資
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
が

二
五
〇
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
内
部
留
保
に
努
め
、
自
己
資
本

比
率
の
安
定
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

が
、
こ
の
金
利
の
ま
ま
で
良
い
の
で
す
か
。

計
画
を
達
成
す
る
た
め
、
昨
今
の
金
利
情

勢
を
踏
ま
え
貸
出
金
の
金
利
を
下
げ
る
等

の
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

�

（
平
岸
地
区
）

A
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
の
貸
出
金

利
は
、
市
場
環
境
や
他
行
の
動
向

を
踏
ま
え
て
決
定
し
て
お
り
、
今
後
も
市

場
環
境
等
を
注
視
し
つ
つ
、
適
切
な
金
利

を
設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
平
成
二
十
八
年
度
の
貯
金
・
貸
出

金
事
業
計
画
に
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス

金
利
の
影
響
や
対
応
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま

す
か
。�

（
平
岸
・
厚
別
地
区
）

A
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
に
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
は
織
り
込

ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
金
融
動
向
や
金
利

見
直
し
に
つ
い
て
A
L
M
委
員
会
で
協
議

の
上
、
リ
ス
ク
の
量
的
管
理
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

Q
バ
ー
ゼ
ル
規
制
が
当
組
合
の
第
三

次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
に
あ
る

自
己
資
本
比
率
計
画
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
説
明
願
い
た
い
。（
琴
似
・
厚
別
地
区
）

A
系
統
上
部
団
体
向
け
出
資
を
原
則

と
し
て
、
資
本
控
除
の
扱
い
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
五
年
間
で
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り

Q
自
己
資
本
比
率
の
目
標
値
を
教
え

て
欲
し
い
。�

（
豊
平
地
区
）

A
一
〇
％
以
上
の
安
定
維
持
を
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
。

Q
見
積
損
益
計
画
に
お
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
以
上
の
信
連
奨
励
金

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

の
状
況
で
こ
の
計
画
は
大
丈
夫
な
の
で
す

か
。�

（
厚
別
地
区
）

A
信
連
か
ら
は
、「
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
に
よ
り
、
運
用
利
回
り
の
下
押

し
圧
力
が
か
か
る
な
ど
、
利
ざ
や
縮
小
が

想
定
さ
れ
、
今
後
の
収
支
環
境
は
厳
し
さ

を
増
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も
適
切

な
資
金
配
分
や
効
率
的
な
運
用
に
努
め
な

が
ら
、
安
定
的
な
還
元
を
継
続
す
る
べ
く

努
力
し
て
い
く
」
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

Q
第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
に

あ
る
自
己
資
本
比
率
計
画
は
微
増

と
な
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。�

（
琴
似
地
区
）

A
平
成
三
十
年
度
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ

規
制
が
完
全
実
施
さ
れ
る
事
を
踏

ま
え
た
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
質
問
や
、
過
去
同
様
の

ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

中央支店

8 ● JA SAPPORO NIJI—NO TAIJYU



特集
2

農
業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
め
ざ
す
─

認
定
農
業
者
制
度

　
自
ら
経
営
改
善
に
取
り
組
む
意
思
と
意
欲
の
あ
る
農
業
者
が
「
農
業

経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
を
め
ざ
す
、「
認
定
農
業
者
制
度
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

札
幌
市
の
農
業
は
開
拓
の
歴
史
と
と
も
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
知
識
や
技
術
を

導
入
し
な
が
ら
、
寒
冷
地
農
業
の
技
術
拠
点

と
し
て
北
海
道
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
札
幌
市
が
誇
る

べ
き
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
札
幌

市
の
農
業
の
現
状
は
、
著
し
い
都
市
化
の
進

行
や
安
価
な
輸
入
農
産
品
の
増
大
、
農
業
後

継
者
不
足
な
ど
を
原
因
と
し
て
、
農
家
戸
数
、

経
営
耕
地
面
積
と
も
に
昭
和
三
十
五
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
近
年
、
再
び
札
幌
の
農

業
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
市
民
へ
の
新
鮮
、
安
全
な
農
産
物
の
供

給
を
は
じ
め
、
市
街
地
周
辺
に
お
け
る
緑
地

保
全
、
市
民
の
憩
い
や
生
き
が
い
の
場
、
教

育
の
場
な
ど
、
農
業
の
多
面
的
な
機
能
が
見

直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年

で
は
、
市
民
の
「
食
」
や
「
農
」
に
対
す
る

関
心
の
高
ま
り
に
加
え
て
、
新
た
な
雇
用
の

機
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
と
し
て
の

農
業
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
札
幌
市
の
農
業

に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
認
定
農
業
者
と
は

　

認
定
農
業
者
制
度
は
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
き
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
の
改
善
に
取
り
組
も
う
と
す
る
農

業
者
が
自
発
的
意
思
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請
書
を
札
幌
市

が
「
札
幌
市
基
本
構
想
」
に
定
め
る
基
準
に

照
ら
し
、
そ
の
計
画
の
実
現
性
・
持
続
性
の

高
さ
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

札
幌
市
は
、
認
定
農
業
者
を
地
域
の
中
心

的
な
担
い
手
と
位
置
づ
け
、
経
営
の
多
角
化
、

自
ら
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
経
営
を
展
開

し
て
い
け
る
よ
う
、
農
地
の
円
滑
な
利
用
集

積
や
経
営
管
理
の
合
理
化
、
そ
の
他
農
業
経

営
基
盤
の
強
化
を
促
進
す
る
た
め
の
各
種
施

策
、
支
援
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（戸）

（年）平成27平成 22平成 17平成 12平成 7平成 2

807

993
1,123

1,455

1,800

2,202

270

476

293

604

96

354

628

141

437

809

209

510

920

370

769

1,008

425
61

■専業：世帯員の中に兼業従事者が1人もいない農家
■2種：農業所得を従とする兼業農家
■1種：農業所得を主とする兼業農家

（年）平成27平成 22平成 17平成 12平成 7平成 2

1,698
2,002

2,308

3,116
3,512

4,5645,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（ha）

札幌市の農家戸数の推移

札幌市の経営耕地面積の推移

（農林業センサス調査）� 　※経営耕地＝所有耕地－貸付耕地－耕作放棄地＋借入耕地
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農業経営のスペシャリストをめざす─認定農業者制度特集2

▼
農
業
経
営
改
善
計
画
　
認
定
申
請
書

　

五
年
後
の
実
現
を
目
指
し
た
目
標
と
、
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
を
記
載
し
た
農

業
経
営
の
改
善
計
画
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

目
標
は
、「
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
（
作
付

面
積
や
飼
養
頭
数
、
生
産
量
な
ど
の
目
標
）」、

「
生
産
方
式
の
合
理
化
（
機
械
や
施
設
の
導

入
、
農
地
の
集
約
な
ど
）」、「
経
営
管
理
の

合
理
化
（
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
経
営
内
容
分
析

な
ど
）」、「
農
業
従
事
の
態
様
の
改
善
（
ヘ

ル
パ
ー
制
の
導
入
に
よ
る
休
日
の
確
保
な

ど
）」
な
ど
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

▼
認
定
基
準
・
認
定
ま
で
の
流
れ

■
認
定
対
象
者

　

札
幌
市
内
で
農
業
を
営
み
、
ま
た
は
営
も

う
と
す
る
個
人
、
法
人
で
、
農
業
経
営
の
改

善
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
志
・
意
欲
が
あ

れ
ば
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
認
定
の
基
準

　

農
業
経
営
改
善
計
画
は
、
以
下
の
す
べ
て

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
計
画
が
「
札
幌
市
基
本
構
想
」
に
照
ら
し

適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と

②
計
画
の
達
成
が
可
能
で
あ
る
こ
と

③
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
が

適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と

④
札
幌
市
の
担
い
手
と
し
て
、
将
来
に
わ
た

り
農
業
経
営
の
改
善
に
取
り
組
む
意
欲
と

能
力
を
有
し
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
農

業
者
で
あ
る
こ
と

▼
主
な
支
援
措
置

○
経
営
の
改
善
・
安
定
に
必
要
な
資
金
の
確

保
、
機
械
・
施
設
の
導
入
、
規
模
の
拡
大

な
ど
の
支
援

・
経
営
所
得
安
定
対
策
、
農
業
金
融
制
度
融

資
（
ス
ー
パ
ー
L
資
金
な
ど
）

○
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
を
活
用
し
た
農

地
の
借
入
れ

・
農
地
を
借
り
る
際
に
、市
が
仲
立
ち
す
る
利

用
権
設
定
等
促
進
事
業
を
活
用
で
き
ま
す
。

○
借
り
手
奨
励
金
の
交
付

・
条
件
に
よ
り
農
地
流
動
化
奨
励
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

○
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
制
度
に
よ
る

税
の
特
例

・
農
業
者
が
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
交
付

金
を
農
業
経
営
改
善
計
画
な
ど
に
従
い
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
と
し
て
積
み

立
て
た
場
合
、
こ
の
積
立
額
を
個
人
は
必

要
経
費
に
、
法
人
は
損
金
に
算
入
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
農
業
経
営
改
善
計
画
な
ど

に
従
い
、
積
み
立
て
た
準
備
金
を
取
り
崩

し
た
り
、
受
領
し
た
交
付
金
を
そ
の
ま
ま

用
い
て
、
農
用
地
、
農
業
用
の
建
物
・
機

械
等
を
取
得
し
た
場
合
、
圧
縮
記
帳
で
き

ま
す
。
な
お
、
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
方
法
で

記
帳
し
、青
色
申
告
に
よ
り
確
定
申
告
（
初

年
は
税
務
署
に
事
前
に
届
出
）
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他

・
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
農
業
者
年

金
保
険
料
の
一
部
が
国
庫
で
補
助
さ
れ
ま

す
（
一
月
あ
た
り
四
千
円
～
一
万
円
）。

○
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請
書

は
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
各
経
済
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
札
幌
市
経
済
観
光
局
農

政
部
農
政
課
で
入
手
で
き
る
他
、
札

幌
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請
書
の

提
出
か
ら
農
業
経
営
改
善
計
画
認

定
書
の
通
知
ま
で
の
手
続
き
の
期
間

は
、
概
ね
二
ヶ
月
を
要
し
ま
す
。

《
主
な
水
準
例
》

1
、
札
幌
市
基
本
構
想
に
定
め
ら
れ
た

営
農
類
型
毎
の
農
業
経
営
の
規
模
、

生
産
方
式
、
経
営
管
理
の
方
法
、
農

業
従
事
の
態
様
等
の
指
標
と
同
水
準

で
あ
る
こ
と

2
、
主
た
る
従
事
者
一
人
当
た
り
の
農

業
所
得
が
概
ね
四
百
八
十
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

3
、
主
た
る
従
事
者
一
人
当
た
り
の
年

間
労
働
時
間
が
千
八
百
～
二
千
時
間

程
度
で
あ
る
こ
と
（
一
日
八
時
間
労

働
が
目
安
で
す
）

札
幌
市
農
業
再
生
協
議
会

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
ま
た
は
札
幌
市

農
業
経
営
を
営
む
・
営
も
う
と

す
る
個
人
ま
た
は
法
人         

審査

諮問

作成

提出

農業経営改善計画
認定書

農業経営改善計画
認定申請書の作成

通知

考案

〈認定までの流れ〉

☆
来
月
号
の
特
集
で
は
、
中
核
農
家
登
録
制

度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

▼
再
認
定
（
更
新
）

　

認
定
農
業
者
の
認
定
期
間
は
五
年
間
で

す
。
有
効
期
限
の
終
期
を
迎
え
る
と
き
は
、

引
続
き
経
営
の
発
展
に
取
り
組
む
た
め
新
た

に
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請
書
（
五
年

後
の
改
善
目
標
）
を
作
成
し
、
札
幌
市
は
認

定
の
基
準
に
従
っ
て
再
認
定
し
ま
す
。

▼
札
幌
市
内
の
認
定
農
業
者

　

札
幌
市
内
で
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
現
在
、
八
十
経
営
体
（
個
人

五
十
四
、
共
同
六
、
法
人
二
十
）
が
認
定
農

業
者
と
し
て
各
分
野
で
経
営
規
模
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請
書
」
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
お
よ

び
札
幌
市
が
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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丘
珠 地 区

ト
マ
ト
を
軸
に

　
蝦
夷
梅
雨
に
悩
ま
さ
れ
た
六
月
に
、
よ
う

や
く
訪
れ
た
清
々
し
い
晴
れ
の
日
。
ハ
ウ
ス
で

少
し
ず
つ
実
を
付
け
始
め
た
ト
マ
ト
を
横
目

に
、
一
足
早
く
収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
袋
詰
め
す

る
手
を
休
め
て
荒
木
徹
也
さ
ん
、
晶
子
さ
ん

の
ご
夫
妻
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

「
う
ち
は
ト
マ
ト
を
メ
イ
ン
に
、
春
先
に
出
す

苗
物
や
葉
物
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

辺
は
、
玉
葱
農
家
が
多
い
か
ら
、
ト
マ
ト
を
中

心
に
作
っ
て
い
る
農
家
は
、
う
ち
く
ら
い
じ
ゃ

な
い
か
な
ぁ
」

　
結
婚
を
機
に
農
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
晶
子
さ
ん
と
共
に
、
普
段
の
作
業
は
二
人

で
行
な
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。

「
農
業
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

嫁
い
だ
ら
や
る
も
の
か
な
と
思
っ
て
。
仕
事
の

こ
と
は
詳
し
く
聞
い
て
い
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
か

ら
、
や
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
な
ん

で
す
よ
」

　
ト
マ
ト
の
出
荷
の
ピ
ー
ク
は
お
盆
明
け
か
ら

就農五年目を襲った

連作障害の危機

たどり着いたのが

トマトだった

JA SAPPORO NIJI—NO TAIJYU ● 11



十
月
中
旬
頃
ま
で
。
収
穫
や
パ
ッ
ク
詰
め
な

ど
作
業
は
全
て
手
作
業
な
こ
と
か
ら
、
最
も

忙
し
い
時
期
は
早
朝
五
時
頃
か
ら
深
夜
〇
時

頃
ま
で
働
く
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　
ま
た
五
月
に
行
な
わ
れ
る
農
協
の
恒
例
行

事
、
苗
物
市
。
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
、

大
量
の
苗
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
会
場
の
裏

で
、
そ
の
苗
を
出
荷
す
る
生
産
者
も
ま
た
多

忙
を
極
め
る
。

「
ト
マ
ト
や
長
ネ
ギ
の
苗
を
北
札
幌
や
篠
路
の

苗
物
市
、さ
と
ら
ん
ど
な
ど
に
出
し
て
い
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
今
年
も
終
わ
る
頃
に

は
、
ぐ
っ
た
り
で
し
た
よ
（
笑
）」

　
苗
物
市
に
向
け
た
作
業
は
、
冬
の
間
も
ハ

ウ
ス
を
一
棟
だ
け
は
残
し
二
月
末
に
始
ま
る
。

「
一
番
気
を
使
う
の
は
温
度
管
理
。
ハ
ウ
ス
の

中
は
常
に
二
桁
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
な
い

と
い
け
な
い
の
で
」

　
春
に
な
り
苗
物
市
が
終
わ
っ
た
と
思
え
ば
、

次
は
直
売
所
や
ト
マ
ト
の
出
荷
を
気
に
か
け

る
。
年
間
を
通
し
て
一
息
つ
く
暇
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

畑
仕
事
、
嫌
い
じ
ゃ
な
い

「
父
親
は
、
自
分
の
代
で
や
め
る
つ
も
り
で
い

た
み
た
い
で
す
。
農
業
を
継
ぐ
よ
う
に
言
わ

れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す
し
」

　
四
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
畑
に

囲
ま
れ
て
育
っ
た
徹
也
さ
ん
自
身
も
農
業
に

対
し
て
特
別
な
思
い
入
れ
は
な
か
っ
た
と
い

う
。

「
大
変
そ
う
だ
な
ぁ
と
漠
然
と
感
じ
て
い
た
け

ど
、
や
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
も

な
い
。
何
に
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

今
で
も
農
業
に
対
す
る
情
熱
と
か
熱
意
と
か

も
っ
と
ほ
し
い
く
ら
い
で
（
笑
）」

　
隣
で
聞
い
て
い
た
晶
子
さ
ん
が
「
も
っ
と
良

る
。
納
め
る
ト
マ
ト
は
、大
き
さ
や
重
さ
に
色
、

し
み
や
汚
れ
が
な
い
こ
と
な
ど
基
準
が
と
て

も
厳
し
い
と
い
う
。

「
自
分
の
こ
だ
わ
り
よ
り
も
出
荷
先
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
も
の
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が
必
要

な
ん
で
す
」

　
昨
年
ま
で
は
、
本
州
向
け
に
出
荷
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
荒
木
さ
ん
の
ト
マ
ト
。
今
年

は
、
道
内
に
も
並
ぶ
可
能
性
が
あ
る
の
だ
と

教
え
て
く
れ
た
。

こ
れ
か
ら
先
を
見
据
え
て

「
将
来
的
に
、
こ
ど
も
達
に
は
好
き
な
こ
と
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す

し
、
農
家
を
継
い
で
ほ
し
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
う
ち
の
こ
の
畑
も
自
分
の
代
で
最
後
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　“
自
分
の
代
で
最
後
”
そ
う
話
す
徹
也
さ
ん

だ
が
、
そ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長
い
。
常
に

頭
の
片
隅
に
あ
る
の
は
、
現
状
維
持
の
難
し

さ
を
痛
感
し
た
過
去
の
経
験
。

「
ト
マ
ト
も
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
、
他
に
も
柱
に
な
る
作
物
を
見
出

す
必
要
性
は

感
じ
て
い
ま

す
」

　
ま
た
、
ト
マ

ト
は
納
品
先

の
基
準
が
厳

し
い
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
出
荷

で
き
な
い
規

格
外
の
も
の

も
少
な
く
な

い
。

「
ト
マ
ト
は
ハ

ネ
モ
ノ
が
多

い
こ
と
言
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
思
わ
ず
笑
み
を
こ
ぼ
す
。

　
そ
ん
な
徹
也
さ
ん
が
農
業
を
継
い
だ
の
は

十
年
前
の
こ
と
。
父
親
が
リ
タ
イ
ヤ
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
、

就
農
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

「
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
っ
た
と
い
う
か
、
そ
こ
で

も
胸
に
秘
め
た
熱
い
思
い
と
か
は
特
に
な
く

て
（
笑
）
で
も
、
も
と
も
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
は

苦
手
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
畑
仕
事
を
し
て
み

た
ら
嫌
い
じ
ゃ
な
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　
農
業
を
始
め
る
ま
で
勤
め
て
い
た
会
社
は
、

冬
場
が
繁
忙
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
今
で

も
冬
の
間
は
働
き
に
出
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

「
冬
で
も
ゆ
っ
く
り
休
め
る
時
間
は
少
な
い
で

す
け
ど
、
辞
め
た
会
社
に
も
う
一
度
お
世
話
に

な
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
よ
ね
」

連
作
障
害
の
末
に

　
今
や
、
荒
木
家
の
主
要
作
物
で
あ
る
ト
マ

ト
も
、
そ
の
歴
史
は
そ
こ
ま
で
古
く
な
い
。

「
ト
マ
ト
を
作
り
出
し
た
の
は
、
自
分
た
ち
の

代
か
ら
な
ん
で
す
。
う
ち
は
も
と
も
と
玉
葱

農
家
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
僕
が
始
め
た
と
き
、

メ
イ
ン
は
春
菊
で
し
た
」

　
農
業
を
始
め
て
か
ら
五
年
、
荒
木
さ
ん
の

畑
を
襲
っ
た
の
が
、
連
作
障
害
だ
っ
た
。
収
入

に
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
親
か
ら
引
き
継

い
で
作
り
続
け
て
き
た
春
菊
は
も
う
諦
め
る

よ
り
他
な
か
っ
た
。
当
時
の
こ
と
を
「
こ
れ
ま

で
で
最
も
大
変
だ
っ
た
時
期
」
と
二
人
は
口

を
揃
え
る
。

「
連
作
障
害
で
春
菊
が
だ
め
に
な
っ
て
、
次
の

作
物
を
探
し
て
い
た
と
き
に
農
協
か
ら
薦
め

ら
れ
た
の
が
ト
マ
ト
だ
っ
た
ん
で
す
」

　
現
在
、
所
有
す
る
畑
の
三
分
の
一
程
度
を
ト

マ
ト
が
占
め
、
主
に
食
品
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
す

く
て
。
そ
ん
な
状
況
を
見
て
、
お
手
伝
い
の

つ
も
り
な
の
か
な
。
子
ど
も
達
も
お
や
つ
代
わ

り
に
せ
っ
せ
と
食
べ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
ね
」

　
出
荷
で
き
な
か
っ
た
ト
マ
ト
は
直
売
所
で

格
安
で
販
売
し
た
り
、
自
宅
で
食
べ
た
り
と

極
力
減
ら
す
努
力
は
し
て
い
る
も
の
の
、
そ

れ
に
も
限
界
が
。
徹
也
さ
ん
に
至
っ
て
は
「
好

き
な
野
菜
の
一
つ
だ
っ
た
の
に
、
食
べ
過
ぎ
て

ち
ょ
っ
と
苦
手
に
（
笑
）」
と
漏
ら
す
ほ
ど
。

「
ハ
ネ
モ
ノ
を
活
か
せ
る
加
工
場
を
作
れ
た
ら

と
は
以
前
か
ら
考
え
て
い
る
ん
で
す
。
条
件

が
厳
し
い
の
で
簡
単
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
け

ど
」

　
収
穫
で
き
た
ト
マ
ト
を
最
大
限
に
活
か
す

べ
く
、
今
後
の
展
望
を
最
後
に
覗
か
せ
た
。

　
八
月
に
入
り
季
節
は
夏
真
っ
盛
り
。
今
年

も
荒
木
さ
ん
の
ト
マ
ト
は
出
荷
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
─

▲収穫されたばかりの野菜。おかのりやパクチーなど珍しい
ものも多い。

▲実を付け始めたトマトが、出荷の時期を静かに待つ。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
取
材
に
ご
協
力
下
さ
い
ま

し
た
荒
木
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
二
〇
一
六
・
六
・
二
十
八
　
取
材
）
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r t e アラカルト

「空の警察　航空自衛隊を見学」

女性部本部役員会・現地研修会

6月21日（火）
ＪＡさっぽろ女性部

逆転サヨナラ劇的勝利に歓喜！

6月10日（金）
女性部厚別支部竹葉会

記録的な大雨にも負けず、白老へ

6月13日（月）
女性部厚別支部

　ＪＡさっぽろ女性部（菅原利恵部長）では、�
今年度2回目の役員会を兼ねた現地研修会を開催しました。今回は、航空自衛隊千
歳基地と、「きびだんご」で有名な谷田製菓の見学です。あいにくの曇り空では
ありましたが、以前から楽しみにしていた見学ということで、期待に胸を躍らせながら本店を出発しました。千歳基地ではまず、
空の警察といわれる航空自衛隊の概要についてビデオで説明を受けた後、基地内の見学へ。間近で見る自衛隊機やヘリコプター
の迫力に圧倒されながらも、めったにない貴重な機会とあって、自衛官へたくさんの質問を投げかけました。
　午後からは、栗山町の谷田製菓へ。大正12年に創製した「日本一のきびだんご」の歴史を工場長から伺い、もち米、とら豆、
水飴、砂糖で作る、ほぼ手作業の工程を見学しました。ピリッと緊張感もあった午前中、午後の見学ではほっこりと。一日で
異種類の視察ができ、充実した研修会になりました。

　女性部厚別支部竹葉会（小林祐美代表）では、会員7名�
が参加し札幌ドームで行なわれた北海道日本ハムファイ
ターズ対阪神タイガースの試合観戦を行ないました。試合は3－4、日本ハムが1点
を追う展開で迎えた9回裏。ノーアウト一塁で打席に立ったレアードがツーランホー
ムランを放ち、見事、逆転勝利を収めました。観戦していた会員の皆さんは、劇的な
試合展開に喜び爆発！大満足で球場を後にしました。� （吉村特派員）

　女性部厚別支部（小林裕子支部長）では、部員42名が参加し
白老方面への日帰り研修を行ないました。アイヌ民族博物館では、
アイヌの伝統料理を味わうなど貴重な体験ができ、帰りに訪れた
大漁番屋虎杖浜では、たらこの詰め放題で盛り上りました。この日、
白老町は全道で1番の降水量を記録するほどの大雨に見舞われま
したが、楽しく1日を終えることができました。� （吉村特派員）

◀試合を決めた一打に球場総立ち！
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組 合 員 の   活 動 を ご 紹 介 し ま すlaa ac

被災地の復興願い

「くまモンうちわ」作製

7月8日（金）
女性部白石支部

　女性部白石支部（越野ナミ子支
部長）では、部員25名が参加しホクレン個別宅配カタログ「ジョイライフ」の
試食説明会と家の光記事活用による熊本地震復興支援運動「くまモンうちわ」�
作製講習会を行ないました。前半は「ジョイライフ」に掲載の冷凍おかずセットを試食し�
ながら、担当者を交えて商品への要望などを意見交換。冷凍食品といえども、本格的
な家庭の味に近く大好評でした。後半には、「くまモンうちわ」を作製。作り始めると
細かい作業に一同無言になり、あっという間に時間が過ぎました。うちわの材料などを
購入した代金の一部は被災地支援に役立てられます。� （澤田特派員）

　そ菜部会（新井伸二部会長）では6月21日（火）、部会員36
名が参加し管外視察研修会を開催しました。ホクレン農業総合研究
所長沼研究農場では、生産者が作りやすく消費者が求める野菜や花
きの品種開発を行なっており、様々な品目の圃場を見学することが
できました。視察後には、小林酒造に立ち寄り試飲を楽しんだ他、
サッポロビール園での懇親会で会員相互の親睦を図りました。

　7月2日（土）には、部会員・職員32名が
参加し札幌市中央卸売市場の視察を行ないまし
た。丸果札幌青果売場では、午前6時半から各
品目のセリが開始されます。出荷予定の生産者
が販売状況などを確認した他、当日の入荷状況
などの説明を受けながら市場担当者と意見交換
を行ないました。� （川越特派員）

品種開発の現場に潜入

早朝のセリ、市場の活気を体感

そ菜部会

▲それぞれ個性あふ
れる作品に仕上がり

、

大満足！

▼和紙のちぎり絵でくまモンを作りました。

▲�山積みになった野菜が次々とセリにかけられていました。
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r t e アラカルト

　7月12日（火）には、部会員12名が参加しＪＡ
とまこまい広域ほうれんそう生産者圃場とむかわ町ぽ
ぽんた市場の視察を行なう道内視察研修会を開催しま
した。ＪＡとまこまい広域生産者圃場では、ホクレン

で試験を行なっている転炉スラグを
使用した、ほうれんそう試験圃場に
て試験栽培技術についての視察を行
ない、参加者は説明に熱心に耳を傾
けていました。当日は天候にも恵ま
れとても有意義な道内視察研修会に
なりました。� （山本特派員）

苫小牧でほうれんそう圃場を視察

部会員と職員が交流深める

そ菜部会清田支部

　そ菜部会清田支部（三上芳弘支部長）では6月 7日
（火）、部会員 15名・職員 12名が参加し職員交流会
を開催しました。この交流会は、支部部会員と東経済センター職員および
平成28年度定期人事異動で転入してきた清田支店・月寒支店職員の交流
を深める目的で昨年から行なわれています。交流会では部会員から提供の
あった当地区特産であるポーラスターほうれんそうなどの野菜を景品にし
たビンゴ大会も行なわれ、とても有意義な時間を過ごす事ができました。

　資産管理部会手稲支部（髙田信利支部長）・青色申告会
手稲支部（三国惇支部長）では、会員35名が参加し合
同日帰り研修を開催しました。今回の視察先は増毛、深川。
国稀酒造を見学し試飲でほろ酔い気分になったところで
お昼は海鮮ちらし！昼食後はメインのサクランボ狩りを
楽しみました。佐藤錦や南陽など種類も豊富なサクラン
ボを堪能しながら、会員相互の親睦を深めることが出来
た研修会でした。� （羽毛田特派員）

さくらんぼ食べ放題で満腹！

7月11日（月）
資産管理部会手稲支部、青色申告会手稲支部
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組 合 員 の   活 動 を ご 紹 介 し ま すlaa ac
第 15回ＪＡさっぽろ親睦パークゴルフ大会

新琴似地区が驚異の 4連覇！

〈大会成績〉

団体の部

優　勝 新琴似地区 スコア 731

準優勝 手稲地区 スコア 733

第3位 北札幌 スコア 737

個人の部

（男性）

優　勝 森田 芳文（北札幌）スコア 98

準優勝 川野 和彦（新琴似）スコア 99

第3位 秋山 辰夫（篠路） スコア 100

個人の部

（女性）

優　勝 中山 米子（手稲） スコア 98

準優勝 池田 喜久子（手稲）スコア 104

第3位 篠田 好子（新琴似）スコア 106

ホールインワン賞

（9名）

池田 喜久子（手稲）
髙山 正三（琴似）
平佐 愛子（手稲）
宮下 美恵子（清田）
目黒 晴夫（中央）

坂田 章子（新琴似）
田村 信夫（琴似）
宮﨑 忠（中央）
宮本 嘉博（篠路）

　（敬称略）

　7月14日（木）、第15回ＪＡさっぽろ親睦パーク
ゴルフ大会を開催しました。昨年に引き続き、篠路
の札幌パークゴルフ倶楽部　福移の杜コースを会場
に、組合員121名（男性79名、女性 42名）にご参
加いただきました。当日は天候にも恵まれ、参加者
の皆さんは日頃の練習の成果を発揮すべく、汗を流
しました。今年も成績上位のスコアはハイレベルで、
ホールインワンも9名の方が達成。団体優勝の栄冠
は、4年連続新琴似地区が手にしました。競技終了
後の表彰式では、団体・個人の上位入賞、飛賞、ホー
ルインワン賞の表彰が行なわれました。

▲ 4 連覇を達成した新琴似地区の皆さん。

▲ 個人の部で優勝を飾った、北札幌地区の森田芳文さんと手稲地
区の中山米子さん。

▲ 4 連覇を達成した新琴似地区の皆さん。

▲ラウンドが終わった後は、貼り出される成績表に興味津々。
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▲▲

地域性を生かした、入居者が満足する賃貸住宅

施主　手稲支店組合員

ＪＡさっぽろでは資産管理事業を通じて、組合員のお役に立てるよう様々な提案・
相談・サポートを行なっております。資産活用のご相談は各支店、不動産プラザ
にお任せください。

今回の事業に取組んだきっかけ
　今回の敷地には、築 30 年を超えるアパートが建っ
ていました。建物の老朽化に伴う改修費の増加、住環
境の変化により入居率も低下していた状況をＪＡに相
談しました。この辺りは、国道 5号線に近く、Ｊ R手
稲駅まで徒歩 10 分程度と交通の利便性も良く、近隣
に小・中学校や保育園があることから、この地域に暮
らすファミリー層のイメージができたので、今回の新
規事業を決断しました。

施主としてのこだわり
　地域性を考慮し、ファミリー向けの 3LDK メゾネット（1棟 3戸）と戸建てタイプを建設しました。
メゾネットタイプについては居間を 2階にする事により日当たりが良くなるよう工夫を凝らし、設
備は都市ガスのエコジョーズとし、追い炊き機能付の浴室にするなどエコ住宅にこだわりました。
また、戸建て賃貸住宅は、少し濃い色合いを外観にする事により、メゾネットとは違う雰囲気の外
観にするなど、家族で相談し試行錯誤を重ねて満足のいく建物が完成しました。

施主代行方式について
　過去にも施主代行方式でアパートやテナントの建設をしており、今回も施主代行方式に決めてい
ました。当初はメゾネットタイプのみを建設する予定でしたが、敷地を有効に活用できるよう、戸
建て住宅の建設提案を受け、希望通りの土地活用が出来ました。工事期間中は、工程会議で細かな
説明をいただくなど、建設業者任せではなく最初から最後までＪＡグループのバックアップを受け
られるシステムなので安心して任せられました。

今回の事業の満足度
　基礎工事の段階から入居希望者より賃料、間取、設備などの問い合わせがあり、引渡し時にはす
でに満室でした。家族で話し合い、意見を出し合って完成した物件を選んでいただいたことがとて
も嬉しいですし、こだわって施設建設に取り組んだ甲斐がありました。また、今後も安定した賃貸
事業を見込めることからとても満足しています。

施設の概要 戸　建 メゾネット

敷地面積 106.63㎡ 369.53㎡

構造規模 木造2階建
木造2階建
（1棟3戸）

間　取 共通：3LDK

延床面積 86.62㎡ 257.08㎡

設備：都市ガス（エコジョーズ）、3口ガスコン
ロ、LED照明、お風呂追炊き
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伝

言

板

Ｊ Ａ か ら の お 知 ら せ

　ＪＡさっぽろ青年部（近藤克宜部長）では、今年も農業PR事業
として、上記2つのイベントで、農産物の直売を行ないます。
　丹精込めた自慢の一品をもって、地産地消と札幌の農業を大いにPRいたしますので、
是非お越しください！

青年部の農産物直売 2016

●
報
告
事
項

一、	

地
区
別
懇
談
会
で
の
質
問
・
意
見
等
の
報
告

二
、	

金
融
機
関
貸
付
実
行
報
告

三
、	

延
滞
債
権
経
過
報
告

四
、	

営
農
組
合
員
向
け
貯
金
商
品
「
ほ
う
さ

く
定
期
」
に
つ
い
て

五
、	

札
幌
協
同
振
興
（
株
）
の
事
業
運
営
に
お

け
る
報
告
事
項

六
、	

五
月
末
財
務
状
況
報
告

七
、	

五
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
お
よ
び

未
済
持
分
譲
渡
報
告

八
、	

六
月
の
動
静
と
七
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会
・
午
後
三
時
五
分
）

◆
第
二
回
臨
時
理
事
会

　
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
（
木
）
午
後
四

時
四
十
五
分
よ
り
共
済
ビ
ル
八
階
会
議
室
に
お

い
て
第
二
回
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

一、	

北
海
道
へ
提
出
す
る
行
政
庁
用
業
務
報
告

書
に
つ
い
て

　
農
業
協
同
組
合
法
の
定
め
に
よ
り
、
総
代
会

終
了
後
二
週
間
以
内
に
理
事
会
の
承
認
を
得
て

行
政
庁
へ
報
告
す
る
事
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
事
、
記
載
事
項
につい
て
も
省
令
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
内
容
に
つい
て
は
総
代
会
資
料
に
連

結
財
務
諸
表
等
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
事
、
お

よ
び
内
容
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

二
、	

平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
各
理
事
の
報

酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
総
代
会
で
決
定
し
た
平
成
二
十
八
年
七
月
か

ら
翌
年
六
月
ま
で
の
理
事
報
酬
総
額
に
か
か
る

個
別
理
事
報
酬（
案
）が
説
明
さ
れ
、可
決
決
定
。

●
監
事
会
報
告
事
項

一、
各
監
事
の
報
酬
額
に
関
す
る
報
告

�

（
閉
会
・
午
後
四
時
五
十
分
）

◆
第
三
回
定
例
理
事
会

　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後一

時
よ
り
本
店
役
員
会
議
室
に
お
い
て
第
三
回
定

例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

一、
監
事
監
査
回
答
書
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
七
年
度
定
期
（
決
算
）
監
査
で

指
摘
さ
れ
た
、
改
善
を
要
す
る
事
項
に
対
す
る

回
答
内
容
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

二
、	

第
三
次
中
期
三
ヶ
年
経
営
計
画
（
平
成

二
十
八
年
度
～
平
成
三
十
年
度
）
本
店
行

動
計
画
（
平
成
二
十
八
年
度
版
）
の
策
定

に
つ
い
て

　
各
部
門
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
実
施
項
目
並

び
に
実
施
方
策
に
基
づ
く
、
平
成
二
十
八
年
度

に
実
施
す
る
具
体
的
重
要
取
り
組
み
事
項
に
つ

い
て
の
内
容
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

三
、	『
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
業
務
継
続
要
領
』
の
制
定
に

つ
い
て

　
災
害
等
が
発
生
し
た
際
の
業
務
継
続
態
勢
の

枠
組
み
を
定
め
る
こ
と
で
、
組
合
員
・
利
用
者

が
日
常
生
活
や
業
務
運
営
で
利
用
す
る
基
本

的
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
定
内
容
が
説
明
さ
れ
、可
決
決
定
。

四
、	不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十一日
現
在
自
己
査

定
結
果
に
基
づ
く
新
た
な
不
良
債
権
五
件
の
今

後
の
処
理
方
針
に
つい
て
の
内
容
が
説
明
さ
れ
、

可
決
決
定
。

五
、	『
専
門
部
会
運
営
規
程
』の一
部
改
正
に
つ
い

て
　
種
馬
鈴
薯
採
種
組
合
の
解
散
に
伴
う
所
要

の
整
備
で
あ
る
事
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

  

理
事
会
だ
よ
り

開催日時：10月12日（水）・13日（木）
　　　　　午前10時～
場　　所：道庁赤れんが前広場

第2弾「北のめぐみ
　愛食フェア」

開催日時：9月24日（土）・25日（日）
　　　　　午前9時～※売切れ次第終了
場　　所：サッポロさとらんど 交流館

（札幌市東区丘珠町519番地1）
※第6駐車場をご利用ください

第1弾
さとらんど
「たまねぎ　　
　　フェスタ」
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伝 言 板

▲▶「指で土に穴をあけて、
種を入れたら優しく
土をかけようね」

▲�農業体験の前には「サッポロミドリ」や野菜の種のことを勉強。先生を務めたのは、
雪印種苗（株）の原子恵一さん。

札幌伝統野菜　食育推進プロジェクト
～小学生がサッポロミドリを育てています～

　ＪＡさっぽろでは、雪印種苗株式会社が市内の小学校で行なう食育推進を目的とした
農業体験の授業に協力しています。6月22日（水）、清田区の平岡公園小学校では2年
生児童約100名が「サッポロミドリ（エダマメ）」の種蒔きを行ない、経済センターと経
済部の職員が参加し作業方法などを指導しました。児童は絵日記を付けて成長過程を
見守り、夏休み明けに収穫作業も行なう予定です。また、6月23日（木）には、南区の北
の沢小学校の3年生が同様に「サッポロミドリ」の種蒔き
を行ないました。
　「サッポロミドリ」は、札幌黄（玉葱）や札幌大球（キャベ
ツ）などと並ぶ、札幌伝統野菜の一つ。粒が大きくびっ

しりとなる見栄えの良さが最大の特徴です。市内の生産量はそう
多くはありませんが、夏から秋にかけて飲食店など
でも提供されています。

支店名 氏　名 享年 月　日

菊水元町 伊藤 義顕さん 99 才 6/21

琴似 安細 昌一さん 92 才 6/16

西町
橋本 義雄さん 83 才 6/24

金生 洋一さん 83 才 7/5

清田 荒井 喜一さん 93 才 7/10

北札幌 佐々木 キサヲさん 101 才 6/30

　下記の正組合員の方々が逝去されました。謹んでご冥福
をお祈りいたします。� （6月16日～7月15日）

おくやみ
（平成 28年 6月末業務実績） （平成 28年 5月末業務実績）

組合員数

正組合員 3,903 名 正組合員 3,911 名

准組合員 28,046 名 准組合員 27,697 名

合　　計 31,949 名 合　　計 31,608 名

出資金残高 49 億 3 千 2 百万円 49 億 1 千 6 百万円

販売取扱高 5 億 1 千 4 百万円 3 億 3 千 3 百万円

購買供給高 3 億 8 千 6 百万円 2 億 6 千 7 百万円

貯金残高 2,808 億 1 千 6 百万円 2,770 億 8 千万円

融資残高 899 億 7 千 8 百万円 893 億 3 千万円

共済保有高 6,146 億 6 千 7 百万円 6,091 億 3 千万円

施設建設取扱高 0 万円 0 万円

管理受託戸数 4,080 戸 4,079 戸

※出資金残高については、処分未済持分を控除した額です。

JAさっぽろDATA
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伝 言 板

8月21日（日）から受付開始！
さとらんどセンターにて、様々な講座を実施中！

※他にも講座をご用意しております。　※申込みは、さとらんどセンターへTELまたは直接受付ください。
【お問い合わせ】サッポロさとらんど　〒007-0880 札幌市東区丘珠町584番地2　TEL（011）787−0223

日時： 9月8日（木）
 10時～12時30 分
定員： 16名
費用： 1,500円

　薫煙講座
段ボール薫煙器で
薫製作り

日時： 9月3日（土）～25日（日）の土日　10時30 分～12時
定員： 各8組（3名まで入室可）　費用：800円

ピザ作り
手ごねで
野菜たっぷり
ピザ作り
大人1名から参加可

さとらんど

　第58回石狩管内ＪＡ野球大会が7月

9日（土）・10日（日）の2日間、新篠津村

運動公園野球場にて開催され、我らがＪ

Ａさっぽろ野球部（斉藤竜太監督：新琴

似支店）を含む、管内5チームが熱い戦いを繰り広げました。

　ＪＡさっぽろ野球部は1回戦【対 ＪＡしんしのつ】、序盤か

ら着実に得点を重ね、最後は満塁ホームランで締めくくり7

×－0の4回コールドゲームで勝利しました。続く準決勝【対 

ＪＡ北いしかり】では、大雨による中断を強いられながらも

互いに1歩も譲らぬ接戦となりました。延長戦にもつれ込

んだ8回表、ついに北いしかりに均衡を破られ2得点を許し、

その裏ではさっぽろも先頭打者がホームランを放つなど粘

りを見せましたが1－2で惜しくも敗れました。

　当日、試合会場に足を運んでいただいた組合員・役職員の

皆さま、たくさんのご声援をありがとうございました。今後

ともＪＡさっぽろ野球部をよろしくお願いいたします。

　平成27年度にＪＡバンク中央アカデ

ミーが実施した「信用事業業務検定試験」

において優秀な成績を収めたとして、融

資審査部の上原剛史主任がＪＡ北海道信

連より表彰を受けました。

　上原主任が受験したのは、「ＪＡバンク

信用事業管理者試験」で、信用事業管理者

として必要な実務にかかる基礎知識、コ

ンプライアンス、管理者の役割などが問

われます。今回は道内の合格者の中でわ

ずか3名のみが表彰されました。

▲藤田組合長から表彰状を受け取る上原主任。

ＪＡさっぽろ野球部　石狩管内ＪＡ野球大会

たくさんのご声援
ありがとうございました！ 信用事業業務検定試験

成績優秀者で表彰

融資審査部　
上原主任
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あなたの自慢　教えてください

篠路地区　木田　和良さん

さっぽろ農家の直売所
                    「とれたす。」

六
月
一
日
に

今
年
の
営
業
を
開
始
し
た

直
売
所
「
と
れ
た
す
。」。

私
を
含
め
た
八
名
の

組
合
員
が
参
加
し
、

毎
日
と
れ
た
て
の
農
産
物
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
十
月
末
ま
で
営
業
予
定
。

時
期
に
よ
っ
て
並
ぶ
商
品
も

変
わ
る
の
で
、

何
度
で
も
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

大
き
な
看
板
が
目
印
で
す
よ
！

タイトルは、きゅうりやトマトなどに一般的に殺菌剤で使われている「ジマンダイセン」をアレンジしたものです。

さっぽろ農家の直売所「とれたす。」
札幌市北区しのろ町拓北82-16

TEL：011-771-3536

　　営業時間	 10：00～14：00
	 15：00～18：00
　　定 休 日	 不定休

　

組
合
員
さ
ん
の
お
手
元
に
は
、既
に
届
い
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
た
び
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ

ろ
で
は
、准
組
合
員
さ
ん
や
当
Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
情
報
誌
を
創
刊
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は「
虹
の
し
ず
く
」。
大
樹
の
葉
に
つ

い
た
朝
露
が
、虹
の
光
で
輝
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
こ
れ
か
ら
、年
二
回
の
発
行
で
は
あ
り
ま

す
が
、札
幌
の
農
業
と
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
に
つ
い
て

広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

札
幌
の
農
業
も
街
も
人
も
変
化
を
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
し
て
い
て
思
う
こ
と
は
、自
分
自
身

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
し
、あ
ら
た
め

て
気
付
く
こ
と
も
多
い
な
ぁ
と
。
札
幌
の
農
業
・

農
産
物
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
た
い
し
、も
っ
と

知
り
た
い
。
こ
の
気
持
ち
を
胸
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
取
材
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
際

は
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く

お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�

（
上
）
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虹
の

大
樹

●
8月

号
平

成
28年

8月
10日

●
A

U
G

U
S

T 2016
編

集
・

発
行

／
札

幌
市

農
業

協
同

組
合

〒
060 —0010　

札
幌

市
中

央
区

北
10条

西
24丁

目
1番

10号
　

TE
L011 —621 —1311

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.ja-sapporo.or.jp/   E
メ

ー
ル

　
kouhou＠

ja-sapporo.or.jp

N
o.218

2016
August虹

の
大

樹

●作り方
①   アジは尾から頭に向かって包丁の背でうろこを

取り、ゼイゴを尾の側からそぎ取る。えらも包
丁の先で取る。盛り付け時に裏側となる腹を
4cm ほど切り、はらわたを取り出してよく洗い、
水気を拭き取る。火が通りやすいように、身の
厚い部分に切れ込みを入れる。

②   アジの全体に振り塩をし、冷蔵庫で 15 ～ 30 分
ほど置き、出てきた水分を拭き取り、化粧塩少々
を振る。尾とひれにはたっぷりと塩をまぶす。

③   ショウガ、ミョウガ、大葉は千切りにする。
④   グリルで裏面となる面を中火で 6 ～ 7 分、ひっ

くり返して表側になる面を 3 ～ 4 分焼く。
⑤   皿に焼いたアジを入れ、ポン酢と③をたっぷり

掛ける。
（1 食当たり　約 105kcal）

●材料（2 人分）
アジ………………………………… 2 尾
ショウガ…………………………… 少々
ミョウガ…………………………… 1 本
大葉………………………………… 4 枚
ポン酢……………………………… 適量
塩…………………………………… 適量

　焼きたてはもちろん、冷ましてポン酢が染み
込んでからもおいしい焼き魚料理です。うろこ
や内臓の処理が難しければ、お魚屋さんにお願
いしましょう。振り塩をしてから休ませると、
さらにおいしくなります。目が白くなり、切れ
込みが開いてきたら焼けてきたサイン。魚の頭
が左側を向くように盛り付けましょう。

アジの塩焼き
ポン酢浸し

新鮮食材で
楽しく
クッキング

料理研究家
波多野充子

あなたの手料理のレシピを広報誌にのせませんか？
お近くの支店または本店広報課までお気軽にお声かけください。

オリジナル
レシピ大募集！


